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平成２３年第４回竜王町議会定例会（第１号） 

平成２３年１２月６日 

午後２時００分開会 

於 議 場 

１ 議 事 日 程（１日目） 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 議第５９号 竜王町非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例等の一

部を改正する条例 

日程第 ４ 議第６０号 竜王町霊園建設審議会条例を廃止する条例 

日程第 ５ 議第６１号   竜王町消防団の設置等に関する条例および竜王町非常勤消

防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正

する条例 

日程第 ６ 議第６２号 平成２３年度竜王町一般会計補正予算（第６号） 

日程第 ７ 議第６３号 平成２３年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定)

補正予算（第２号） 

日程第 ８ 議第６４号 平成２３年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定)

補正予算（第３号） 

日程第 ９ 議第６５号 平成２３年度竜王町学校給食事業特別会計補正予算（第１

号） 

日程第１０ 議第６６号 平成２３年度竜王町下水道事業特別会計補正予算（第１号）

日程第１１ 議第６７号 平成２３年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第１２ 議第６８号 平成２３年度竜王町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号） 

日程第１３ 議第６９号 平成２３年度竜王町水道事業会計補正予算（第１号） 

日程第１４ 議第７０号 平成２２年度竜王町一般会計歳入歳出決算認定について 

日程第１５ 議第７１号   平成２２年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

歳入歳出決算認定について 

日程第１６ 議第７２号 平成２２年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定）

歳入歳出決算認定について 

日程第１７ 議第７３号 平成２２年度竜王町老人保健医療事業特別会計歳入歳出決

算認定について 
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日程第１８ 議第７４号 平成２２年度竜王町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

日程第１９ 議第７５号 平成２２年度竜王町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

日程第２０ 議第７６号 平成２２年度竜王町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

日程第２１ 議第７７号 平成２２年度竜王町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定について 

日程第２２ 議第７８号 町道路線の変更について 

日程第２３ 議員派遣について 
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２ 会議に出席した議員（１２名） 

１番  小 森 重 剛 ２番 竹 山 兵 司 

 ３番  若 井 敏 子 ４番 岡 山 富 男 

 ５番  山 田 義 明 ６番 内 山 英 作 

 ７番  貴 多 正 幸 ８番 古 株 克 彦 

 ９番  松 浦  博 １０番 西 村 公 作 

 １１番  菱 田 三 男 １２番 蔵 口  嘉寿男 

３  会議に欠席した議員（なし） 

４ 会議録署名議員 

 ５番  山 田 義 明 ６番 内 山 英 作 

５  地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者 

町 長 竹 山 秀 雄 代 表 監 査 委 員 吉 田 定 男

副 町 長 青 木  進 教 育 長 岡谷ふさ子

会 計 管 理 者 布 施 九 藏 総 務 政 策 主 監 川 部 治 夫

住 民 福 祉 主 監 山添登代一 産 業 建 設 主 監 小 西 久 次

総 務 課 長 松瀬徳之助 政 策 推 進 課 長 杼 木 栄 司

生 活 安 全 課 長 若 井 政 彦 住 民 税 務 課 長 田 中 秀 樹

福 祉 課 長 吉 田 淳 子 健 康 推 進 課 長 奥  浩 市

産 業 振 興 課 長 兼 
農業委員会事務局長 

井 口 和 人 建 設 水 道 課 長 村 井 耕 一

教 育 次 長 赤 佐 九 彦 学 務 課 長 市田太芽男

生涯学習課長心得 田 邊 正 俊   

６  職務のため議場に出席した者 

議 会 事 務 局 長 福 山 忠 雄 書 記 臼井由美子
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開会 午後２時００分 

○議長（蔵口嘉寿男） 皆さん、こんにちは。 

 ただいまの出席議員数は、１２人であります。よって、定足数に達しています

ので、これより平成２３年第４回竜王町議会定例会を開会いたします。 

 会議に入ります前に、町長より発言の申し出がございますので、これを認める

ことにいたします。竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） 皆さん、こんにちは。平成２３年第４回竜王町議会定例会の開

会にあたり、一言ごあいさつ申し上げます。 

師走月に入りまして、さすがに冷え込むようになってまいりましたし、慌しさ

も加わってきましたが、議員各位におかれましては、ご健勝にて日夜を問わず議

会の諸活動にご専念をいただき、深甚の感謝と敬意を表する次第でございます。

また、平素は町行政全般にわたりまして格別のご指導、ご鞭撻を賜っております

ことに、改めまして心より厚く御礼を申し上げます。 

本日、第４回定例会を招集させていただきましたところ、議員の皆様には何か

とご用繁多の中を万障お繰り合わせの上ご出席くださいまして、誠にありがたく

存じます。１２月２６日までの会期の予定でございますが、この間、何とぞよろ

しくお願い申し上げます。 

平成２３年の１１カ月間を振り返えらせていただきますと、日本の歴史上でも

希有な出来事といえます東日本の大震災は、津波によってまちが一瞬のうちに消

えてしまうという現実を目のあたりにし、さらには、海岸に近いところに建設さ

れている原子力発電所が、安全神話の崩壊とともに空前の大事故を発生させるに

至ったのは、記憶に新しいところであります。今なお、復興・復旧の目標が立た

ない被災地の皆様のことを思いますと、胸が痛むところでもございます。 

竜王町は、福島県の新地町を直接支援させていただいておりますが、救援物資

調達の際には、町全域の方々からたくさんの衣料品・食料品をお届けいただきま

した。改めまして皆様に感謝を申し上げますとともに、福島県新地町とは永遠の

絆ができたものと思っているところでございます。 

９月には、台風１２号・１５号が日本列島を直撃し、近畿地方においてもたく

さんの方が命を落とされるなど甚大な被害が出ました。竜王町は自然被害の少な

いまちであることに感謝いたしているところではありますが、台風による豪雨で、

日野川・祖父川の水位が上昇し、氾濫注意水位を超えたため、最寄りの集落の皆

様に「避難準備」の発令をさせていただきました。近年の異常気象からは、思い
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も及ばないほどの雨量が限られた地域に集中する実態を見ますと、「災害に強い

まちづくり」が急務であると再認識したところであります。 

さて、本町では、４月から第五次竜王町総合計画を立ち上げさせていただきま

した。計画策定に際しましては、総合基本計画審議会や竜王町議会で審議を重ね

ていただき、まちの将来像を「“ひと”育ち みんなで煌く 交竜の郷」とし、

とりわけ「人」「人口」に焦点を当てた新しいまちづくりの基本構想を打ち出さ

せていただきました。総合計画実現のためには、まず住民皆さんに計画内容をご

理解賜り、共有してくださることが肝要との思いから、町内３５会場でまちづく

り懇談会を開催いたしました。 

１０月２９日には、懇談会を総括する意味と、皆さんから頂戴した数々のご意

見をまとめ、人口増加に向けた行政方針をお示しすべく、「まちづくり煌きフォ

ーラム」を開催させていただいたところであります。若者定住をいかにしてなし

得るか、それには、住民皆さんとともに「計画・実行・評価・改善」といったＰ.

Ｄ.Ｃ.Ａのサイクルの循環により確実に実行していくことが不可欠であると話

をさせていただいたものであります。議員の皆様にも、新しく踏み出しましたま

ちづくりに、改めまして格段のご指導をお願いする次第でございます。 

一方、役場前には今年の２月に商業施設のオープンとなり、続いて公民館の改

修竣工式を執り行わせていただきました。公民館のリニューアル後は、活用して

くださる町民の数が飛躍的に伸び、もとよりタウンセンターエリアが住民のふれ

あいの場・語らいの場から、笑顔が飛び交うまちづくりの拠点になればと願って

いたものでありますが、１１月初旬の文化祭を例にとりましても、２日間とも会

場狭しとばかりに人があふれ、タウンセンターに竜王町のまちづくり・人づくり

にとって新しいエネルギー源ができつつあるものと実感を得た次第であります。

人口１万３,０００人の小さなまちでありますが、かかる次代への息吹を大切に

していくことが行政の最大の責務と考えているところでございます。 

以上、ざっと振り返らせていただきましたが、財政健全化重点取り組み２年間

の後半にして財政悪化にも歯止めがかけられ、平成２３年当初予算を身の丈とわ

きまえ、次年度予算編成に向かうことと、第五次竜王町総合計画実現に向かう施

策と予算枠が直面する行政の課題であり、職員一丸となって、メリハリのある、

また、町の皆さんに「なるほど」と言っていただける次年度予算を編成いたした

いと考えているところであります。 

なお、本定例会までの町の動きにつきまして、主なる事業を報告申し上げたい
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と存じます。 

まず、総務政策部門でございますが、１.９月に台風１２号・１５号による災

害警戒本部設置、避難準備情報の発令。２.９月６日 第１５期竜王町議会議員

選挙告示、無投票で新議員選出。３.１０月２９日 「まちづくり煌きフォーラ

ム」開催 。４.１１月２日 近江八幡警察署との間で「竜王町が行う事務事業か

ら暴力団排除に関する合意書」の締結。５.１１月１２日 第１回竜王町平和祈

念式開催。６.１１月２８日 第２回竜王町経済交竜会開催（町内主要事業所１

０社出席）。 

次に、住民福祉部門でございますが、１.１１月５日 竜王町文化祭にて｢竜王

町健康づくりフォーラム｣開催。 

次に、教育委員会でございますが、１.９月１日 コマツキャブテックより竜

王西小学校へ図書の寄贈。２.１０月１日 教育委員交代等。３.１０月１日から

１０月８日にかけまして、国際交流事業として中学生１３名・引率者３名による

スーセーマリー市訪問。４.１０月１３日 竜王中学校が滋賀県学校歯科保健優

良特別賞受賞、また竜王幼稚園・竜王小学校・竜王西小学校は滋賀県学校歯科保

健優良奨励園・校受賞。５.１１月５日・６日には、３年ぶりの開催となった文

化祭には、たくさんの方のご参加をいただきました。 

以上、この間の主な動きでございます。 

なお、本定例会では、条例改正に関しましての案件が３件、補正予算に関しま

しての案件が８件、決算認定に関しましての案件が８件、その他の案件が１件、

合計２０件の案件を上程させていただきます。何とぞ慎重なるご審議を賜り、お

認めを賜りますようお願い申し上げ、開会のごあいさつとさせていただきます。

どうかよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（蔵口嘉寿男） これより本日の会議を開きます。 

 皆さんのお手元に議会諸般報告書ならびに竜王町議会会議規則第１１９条の

規定による議員派遣報告書を配布いたしましたので、よろしくお願いいたします。

なお、説明は省略いたしますので、ご了承願います。 

 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

○議長（蔵口嘉寿男） それでは、日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議規則第１１８条の規定により、５番 山田義明議員、６番 内山英作議員
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を指名いたします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ２ 会期の決定 

○議長（蔵口嘉寿男） 日程第２ 会期の決定を議題といたします。 

お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日から１２月２６日までの２１日

間といたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（蔵口嘉寿男） ご異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は、本日

から１２月２６日までの２１日間と決定いたしました。 

なお、会期中の日程につきましては、お手元に配布いたしました日程表により

会議を進めてまいりたいと思いますので、ご協力のほどをお願い申し上げます。 

 それでは、これより議事に入ります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ３ 議第５９号 竜王町非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例等の一

部を改正する条例 

日程第 ４ 議第６０号 竜王町霊園建設審議会条例を廃止する条例 

日程第 ５ 議第６１号   竜王町消防団の設置等に関する条例および竜王町非常勤消

防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正

する条例 

日程第 ６ 議第６２号 平成２３年度竜王町一般会計補正予算（第６号） 

日程第 ７ 議第６３号 平成２３年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定) 

補正予算（第２号） 

日程第 ８ 議第６４号 平成２３年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定) 

補正予算（第３号） 

日程第 ９ 議第６５号 平成２３年度竜王町学校給食事業特別会計補正予算（第１

号） 

日程第１０ 議第６６号 平成２３年度竜王町下水道事業特別会計補正予算（第１号）

日程第１１ 議第６７号 平成２３年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第１２ 議第６８号 平成２３年度竜王町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号） 

日程第１３ 議第６９号 平成２３年度竜王町水道事業会計補正予算（第１号） 

日程第１４ 議第７０号 平成２２年度竜王町一般会計歳入歳出決算認定について 



 - 8 - 

日程第１５ 議第７１号   平成２２年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

歳入歳出決算認定について 

日程第１６ 議第７２号 平成２２年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定）

歳入歳出決算認定について 

日程第１７ 議第７３号 平成２２年度竜王町老人保健医療事業特別会計歳入歳出決

算認定について 

日程第１８ 議第７４号 平成２２年度竜王町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

日程第１９ 議第７５号 平成２２年度竜王町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

日程第２０ 議第７６号 平成２２年度竜王町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

日程第２１ 議第７７号 平成２２年度竜王町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定について 

日程第２２ 議第７８号 町道路線の変更について 

〇議長（蔵口嘉寿男） 日程第３ 議第５９号から日程第２２ 議第７８号までの２

０議案を一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） ただいま一括上程いただきました議第５９号から議第７８号ま

での２０議案につきまして、順を追って提案理由を申し上げます。まず、議第５

９号から議第６９号までの１１議案につきまして、提案理由を申し上げます。 

議第５９号、竜王町非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例等の一部を改

正する条例につきましては、平成２２年１２月１０日に「障がい者制度改革推進

本部等における検討を踏まえて障害保健福祉施策を見直すまでの間において障

害者等の地域生活を支援するための関係法律の整備に関する法律」が公布され、

政令により一部の施行日が平成２３年１０月１日となりました。 

この法律により、障害者自立支援法において障害福祉サービスについて、視覚

障害により移動に著しい困難を有する障害者等につき、外出時において当該障害

者等に同行し、移動に必要な情報を提供するとともに、移動の援護等の便宜を供

与する「同行援護」が創設されたことにより、条項ずれが生じることから、引用

している竜王町非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例、竜王町障害者自立

支援条例および竜王町消防団員等公務災害補償条例について一部改正をするも
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のです。 

次に議第６０号、竜王町霊園建設審議会条例を廃止する条例につきましては、 

竜王町霊園建設審議会において今日まで竜王町における霊園建設について審議

をしていただいておりましたが、平成１９年３月７日付けで当審議会から、「各

区に見合った墓地整備を行うことが適切」「墓地整備に対する自治区への町の補

助は、『竜王町墓地等整備事業補助金交付要綱』『竜王町立環境衛生施設の管理お

よび運営に関する規則』により継続し支援すること」と答申をいただき、当該答

申に基づき各区において墓地等を整備され、当該整備費用について補助を行って

きていることから、当該審議会条例を廃止するものです。 

次に議第６１号、竜王町消防団の設置等に関する条例および竜王町非常勤消防

団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例につきまして

は、平成１８年６月１４日に「消防組織法」の一部改正がなされ、それに伴い消

防組織法に条ずれが生じることから、引用している竜王町消防団の設置等に関す

る条例および竜王町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例につ

いて一部改正をするものです。 

次に議第６２号、平成２３年度竜王町一般会計補正予算（第６号）につきまし

ては、現在お認めをいただいております補正予算（第５号）までの歳入歳出予算

額が４９億４,７５９万２,０００円でございます。今回、総額に歳入歳出それぞ

れ１億６,７２２万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ５１億１,４８１万７,０００円といたしたいものでございます。 

今回の補正予算の主なものといたしましては、地方交付税の増額、障害福祉サ

ービスの給付に係る自立支援給付費等、子宮頸がん予防ワクチン接種委託料およ

び河川愛護作業補助金等のそれぞれ増額、下水道特別会計繰出金の減額、竜王小

学校における施設改修方針を見直したことによる同工事設計業務委託料の減額、

給食センターにおける電気設備改修工事、減債基金積立金、教育厚生施設等整備

基金積立金、公共施設維持管理基金積立金、町たばこ税県交付金および人事院勧

告の準拠に伴う竜王町職員の給与に関する条例等の一部改正等による人件費の

それぞれ増額についてお願いするものでございます。 

また、債務負担行為補正につきましては、平成２４年度での事業実施を円滑に

行うための各種健診業務などの追加、加えて、地方債補正による起債限度額の変

更をお願いするものでございます。 

次に議第６３号、平成２３年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）
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補正予算（第２号）につきましては、現在お認めをいただいております当初予算

の歳入歳出予算額が１０億３,５５６万８,０００円でございます。今回、総額に

歳入歳出それぞれ３２０万７,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞ

れ１０億３,８７７万５,０００円といたしたいものでございます。 

補正予算の内容といたしましては、歳出では、レセプト電算処理負担金等の増

加を見込み総務費の一般管理費が６万１,０００円、また、医療費の増加に伴い

保険給付費の一般被保険者療養費が６８万２,０００円、退職被保険者等療養費

が１７万３,０００円のそれぞれ増額でございます。また、出産育児一時金につ

いては今年度中の出産見込み件数により出産育児一時金が１２６万円、出産育児

一時金支払手数料が１,０００円のそれぞれ増額でございます。また、諸支出金

の一般被保険者保険税還付金が１００万円、一般被保険者保険税還付加算金が２

万円、退職被保険者保険税還付加算金が１万円のそれぞれ増額でございます。 

歳入におきましては、出産育児一時金の財源として国庫支出金の出産育児一時

金補助金が３万円、一般会計からの繰入金が８２万円のそれぞれ増額でございま

す。その他財源として、その他繰越金が２３５万７,０００円の増額でございま

す。また、債務負担行為補正につきましては、平成２４年度に実施いたします特

定健康診査業務および若年健康診査業務ならびに特定健康診査の受診啓発業務

の追加をお願いするものでございます。 

次に議第６４号、平成２３年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定）

補正予算（第３号）につきましては、現在お認めをいただいております補正予算

（第２号）までの歳入歳出予算額が、医科９,１６２万３,０００円、歯科５,０

２３万円でございます。今回、総額に歳入歳出それぞれ医科１８万９,０００円、

歯科８０万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ医科９,１４３

万４,０００円、歯科４,９４３万円といたしたいものでございます。 

補正予算の主な内容といたしましては、まず歳出におきましては、医科につい

ては、一般管理費が人事院勧告の準拠に伴う竜王町職員の給与に関する条例等の

一部改正ならびに給料・諸手当等の実績見込みにより１８万９,０００円の減額

でございます。 

歯科については人事院勧告の準拠に伴う竜王町職員の給与に関する条例等の

一部改正ならびに給料・諸手当等の実績見込みにより一般管理費が８０万９,０

００円の減額、歯科保健センター管理費が９,０００円の増額でございます。 

これに伴いまして、歳入では診療収入を、医科については１８万９,０００円、
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歯科については８０万円のそれぞれ減額とするものでございます。 

次に議第６５号、平成２３年度竜王町学校給食事業特別会計補正予算（第１号）

につきましては、現在お認めをいただいております当初予算の歳入歳出予算額が

５,９００万円でございます。今回、総額に歳入歳出それぞれ４４万３,０００円

を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５,９４４万３,０００円とい

たしたいものでございます。 

補正予算の内容といたしましては、歳入では、各校・園等の給食費負担金の実

績見込みに基づき３８万９,０００円の減額、繰越金８３万２,０００円の増額で

ございます。歳出におきましては、資材費における主食費・副食費について４２

万３,０００円、委託料におけるパン加工等委託料２万円のそれぞれ増額でござ

います。 

次に議第６６号、平成２３年度竜王町下水道事業特別会計補正予算（第１号）

につきましては、現在お認めいただいております当初予算の歳入歳出予算額が  

６億３,４００万円でございます。今回、総額に歳入歳出それぞれ９２２万円５,

０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６億２,４７７万５,

０００円といたしたいものでございます。 

補正予算の主な内容といたしましては、平成２３年度の執行調整等によるもの

で、歳入では、琵琶湖流域下水道維持管理負担金返還金の増額および町債の増額

でございます。また、これらの増額および人件費の減額等に伴いまして、一般会

計からの繰入金の減額をさせていただくものでございます。 

歳出につきましては、前年度の消費税納税額の確定により、今年度の中間申

告・納税が必要となったための増額、人件費の減額、燃料費の増額および公債費

償還利子の減額でございます。 

次に議第６７号、平成２３年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第２号）に

つきましては、現在お認めをいただいております当初予算の歳入歳出予算額が 

６億１,９８７万７,０００円でございます。今回、総額に歳入歳出それぞれ２,

４９６万６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６億４,

４８４万３,０００円といたしたいものでございます。 

補正予算の内容といたしましては、歳入におきましては、保険給付費に見合う

ルール分の負担として、国・県・社会保険診療報酬支払基金などの公費負担分が

１,６６２万９,０００円、一般会計からの繰入金が３３７万４,０００円、繰越

金が４９６万３,０００円のそれぞれ増額でございます。 
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歳出では、総務費といたしまして国保連合会共同電算処理事務手数料が１万５,

０００円の増額、保険給付費といたしまして今日までの実績を勘案し、居宅介護

サービス給付費が１,０４５万円、居宅介護サービス計画給付費が２７１万円、

地域密着型介護サービス給付費が６５２万円、介護予防サービス給付費が４４６

万円、介護予防サービス計画給付費が５２万円のそれぞれ増額、また地域支援事

業費といたしまして、地域包括支援センター運営事業に係る職員の人件費が２９

万１,０００円増額でございます。 

次に議第６８号、平成２３年度竜王町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）につきましては、現在お認めをいただいております当初予算の歳入歳出予算

額が７,１００万円でございます。今回、総額に歳入歳出それぞれ１０６万９,０

００円を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７,２０６万９,０００

円といたしたいものでございます。 

補正予算の主な内容といたしましては、歳入では、保険基盤安定繰入金の額の

決定に伴い保険基盤安定繰入金が１０６万９,０００円の増額でございます。歳

出では、後期高齢者医療広域連合納付金が１０６万９,０００円の増額でござい

ます。 

次に議第６９号、平成２３年度竜王町水道事業会計補正予算（第１号）につき

ましては、平成２３年度竜王町水道事業会計の第３条で定めました収益的支出の

既決予定額は３億１,５０３万２,０００円でございます。今回、２８万９,００

０円減額し３億１,４７４万３,０００円にさせていただくものでございます。 

補正予算の内容といたしましては、総係費といたしまして、人事院勧告の準拠

に伴う竜王町職員の給与に関する条例等の一部改正により人件費を２８万９,０

００円減額するものであります。また、人件費補正に伴い、第７条で定めており

ます議決を経なければ流用することができない経費の職員給与費を改正させて

いただくものです。 

以上、議第５９号から議第６９号までの１１議案につきまして提案理由を申し

上げたところでございますが、議第６２号および議第６６号につきましては、詳

細について担当課長より説明させますので、よろしくご審議を賜り、ご承認をい

ただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたします。 

○議長（蔵口嘉寿男） 松瀬総務課長。 

○総務課長（松瀬徳之助） ただいま、町長から平成２３年度竜王町一般会計補正予

算（第６号）について提案理由の説明があったわけでございますが、さらにその
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内容について、お手元配布の補正予算の概要により説明させていただきます。 

補正予算の主な内容といたしましては、まず歳入予算では、普通交付税額の確

定に伴う普通交付税が３,８４５万４,０００円の増額、国庫支出金として自立支

援給付費の給付に係る障害者自立支援給付費負担金が４００万円の増額、県支出

金として障害者自立支援給付費負担金が２００万円、子宮頸がん等ワクチン接種

緊急促進臨時特例交付金が３６９万６,０００円、河川愛護活動事業委託金が５

１０万円のそれぞれ増額、交付額の確定に伴う高速自動車国道救急業務支弁金が

２７８万円の減額、臨時財政対策債が２,４１８万１,０００円および前年度繰越

金が８,４７０万円のそれぞれ増額等でございます。 

次に、歳出予算の主なものといたしましては、年少扶養親族控除の廃止、特定

扶養親族控除の対象年齢の変更等によります住民税税法改正システム対応業務

委託料が３３０万８,０００円の増額、住民基本台帳法改正の詳細内容が明らか

になったことによりシステム改修項目の変更が生じたことに伴います住民基本

台帳システム等改修委託料が４８３万円の増額、各障害福祉サービスの給付に係

る自立支援給付費・自立支援医療給付費および身障者日常生活用具扶助費が合わ

せて１,０８０万円の増額、介護保険特別会計での介護給付費の増額に伴います

介護保険特別会計繰出金が３０８万３,０００円の増額、昨年度から実施してお

ります子宮頸がん予防ワクチン接種委託料について、当初不足していたワクチン

が順調に流通し始めたこと、ならびに接種意識の向上等により７３９万２,００

０円の増額、滋賀県からの委託金の増額決定による河川愛護作業補助金が５１０

万円の増額、下水道特別会計での歳入の増額、歳出の人件費の減額によります下

水道特別会計繰出金が３,８０３万２,０００円の減額、高速自動車国道救急業務

支弁金が額の確定により２７８万円の減額、竜王小学校の施設改修について当初

平成２４年度から実施を予定しておりました大規模改造を、今般、細かく実施内

容および実施時期を精査・見直しをいたしました結果、先の第５回臨時会にて可

決いただきました債務負担行為補正による町内学校・園への空調設備整備を優先

しましたことから、大規模改造工事実施設計業務委託料の全額１,７８５万円の

減額、新たに竜王小学校改修工事設計業務委託料を４１５万円増額、設備の老朽

化による給食センターの電気設備改修工事が７９４万６,０００円の増額、減債

基金積立金が１億３,０００万円、教育厚生施設等整備基金積立金が１,０００万

円および公共施設維持管理基金積立金が１,０００万円のそれぞれ増額をお願い

するものでございます。 
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また、債務負担行為補正につきましては、平成２４年度での事業実施を円滑に

行うため、地域福祉計画策定業務、各種健診業務および竜王町外国語教育指導者

派遣業務ならびに平成２３年度から平成２５年度における広報りゅうおう印刷

業務の追加をお願いするものでございます。 

加えて、地方債補正につきましては、臨時財政対策債の借入可能額の確定に伴

います起債限度額の変更でございます。 

以上、誠に簡単ではございますが、議第６２号、平成２３年度竜王町一般会計

補正予算（第６号）の内容説明といたします。よろしくご審議を賜り、ご承認を

いただきますようお願い申し上げます。 

○議長（蔵口嘉寿男） 村井建設水道課長。 

○建設水道課長（村井耕一） ただいま、町長から平成２３年度竜王町下水道事業特

別会計補正予算（第１号）について提案理由の説明があったわけでございますが、

さらにその内容について、一般会計および特別会計の歳入歳出補正予算に関する

説明書６３ページからの下水道事業特別会計補正予算（第１号）の事項別明細書

によりましてご説明申し上げます。 

補正前の予算総額は歳入歳出それぞれ６億３,４００万円で、今回、総額に９

２２万５,０００円を減額いたしまして、歳入歳出予算の総額を６億２,４７７万

５,０００円とさせていただくものでございます。補正予算の内容につきまして

は、先に町長より説明がありましたが、平成２３年度の執行調整等をさせていた

だくものでございます。 

まず、歳入の関係でございますが、６５ページの雑入について、琵琶湖流域下

水道湖南中部処理区第６期経営期間終了に伴う維持管理負担金返還金２,８７０

万７,０００円の増額、町債について特定環境保全公共下水道事業債１０万円の

増額をさせていただくものでございます。 

次に、繰入金について、琵琶湖流域下水道維持管理負担金、町債の増額および

人件費、公債費償還利子の減額に伴い、３,８０３万２,０００円の減額をさせて

いただくものでございます。 

次に、歳出の関係でございますが、６６ページ、公共下水道事業費の一般管理

費の公課費について、前年度の消費税納税額の確定により、今年度の中間申告・

納税額が２３１万５,０００円の増額、施設管理費の人件費が９１万３,０００円

の減額、管渠築造費の人件費が人員減により７５９万２,０００円の減額、公用

車燃料費１万４,０００円の増額でございます。 
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次に、公債費について、前年度債借入額確定により償還利子３０４万９,００

０円の減額をさせていただくものでございます。 

次に、議案書の２６ページ、第２表の地方債の関係でございますが、地方債の

限度額を公共下水道事業で１０万円を増額し、１億８３０万円とさせていただく

ものでございます。 

以上、誠に簡単ではございますが、平成２３年度竜王町下水道事業特別会計補

正予算（第１号）の内容説明といたします。よろしくご審議を賜り、ご承認をい

ただきますようお願い申し上げます。 

〇議長（蔵口嘉寿男） 竹山町長。 

○町長（竹山秀雄）  続きまして、議第７０号から議第７７号までの８議案につき

まして提案理由を申し上げます。 

議第７０号、平成２２年度竜王町一般会計歳入歳出決算認定、議第７１号、平

成２２年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）歳入歳出決算認定、議

第７２号、平成２２年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定）歳入歳出

決算認定、議第７３号、平成２２年度竜王町老人保健医療事業特別会計歳入歳出

決算認定、議第７４号、平成２２年度竜王町学校給食事業特別会計歳入歳出決算

認定、議第７５号、平成２２年度竜王町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定、

議第７６号、平成２２年度竜王町介護保険特別会計歳入歳出決算認定および議第

７７号、平成２２年度竜王町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定の８議案

につきましては、地方自治法第２３３条第２項の規定により、去る７月５日から

７日間にわたり、町監査委員さんによる決算審査を終えていただきましたので、

同法第２３３条第３項の規定に基づき、議会の認定に付するものでございます。 

以上、議第７０号から議第７７号までの８議案につきまして提案理由を申し上

げたところでございますが、詳細につきましては会計管理者から説明をさせます

ので、よろしくご審議賜り、ご承認いただきますようお願い申し上げ、提案理由

といたします。 

○議長（蔵口嘉寿男） この際申し上げます。ここで、午後３時１０分まで暫時休憩

いたします。 

休憩 午後２時５０分 

再開 午後３時１０分 

○議長（蔵口嘉寿男） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

布施会計管理者。 
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○会計管理者（布施九藏） ただいま、町長から提案理由を申し上げました議第７０

号から議第７７号までの８議案につきまして、提案説明をさせていただきます。 

平成２２年度の一般会計ならびに各特別会計のそれぞれの決算につきまして

は、地方自治法第２３３条第１項および地方自治法施行令第１６６条ならびに同

法施行規則第１６条および第１６条の２の規定により調製をいたしましたもの

で、その決算概要につきましてご説明申し上げます。お手元に決算報告書をお届

けいたしておりますので、これを中心にしてご説明申し上げたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

まず初めに、議第７０号 平成２２年度竜王町一般会計歳入歳出決算認定につ

いて、決算の概要をご説明申し上げます。決算報告書の１ページをご覧いただき

たいと思います。 

一般会計の決算額は、歳入総額が５５億８,２７２万４,４４８円､ 歳出総額が

５３億１,１８２万６,４７３円となり、歳入歳出差引額は２億７,０８９万７,９

７５円となりました。このうち、平成２３年度に繰り越した事業に要する財源１,

０４１万５,０００円を差し引きますと、実質収支額は２億６,０４８万２,９７

５円の黒字となります。ここから平成２１年度の実質収支額を差し引きますと、

単年度収支額は４４万３,６８３円の黒字となります。さらに、単年度収支額に

財政調整基金への積立金２億１３３万８,５０９円と、町債の繰上償還に要した

費用１億３,９７８万１,５６６円を加えますと、実質単年度収支額は３億４,１

５６万３,７５８円の黒字ということになります。 

次に、決算報告書の１ページ後段から７ページと、１１３ページから１１８ペ

ージの円グラフ等により、決算収支の状況につきましてご説明申し上げます。 

平成２２年度の歳入の財源構成状況、歳出の目的別ならびに性質別構成状況を

図示いたしますと、円グラフのようになります。 

まず、歳入の財源構成状況でございますが、自主財源が ６９.９％、依存財源

が３０.１％となっております。前年度は、自主財源が７２.７％、依存財源が２

７.３％でありましたので、全体に占める自主財源の割合は、前年度に引き続き

依存財源を大きく上回っておりますが、前年度と比較いたしますと２.８ポイン

トの減となっております。 

本年度において自主財源比率が下がった要因は、依存財源では国庫支出金の減

少が目立つ程度で、決算額が対前年度比で２.２％の微減となりましたが、自主

財源は繰入金や諸収入において大幅に減少し、決算額が前年度に比べ１４.６％
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の減少となったことによるものです。 

次に、自主財源・依存財源それぞれの項目を前年度と比較いたしますと、自主

財源の総額は３９億２８８万５,０００円で６億６,５５９万２,０００円の減、

対前年度比では１４.６％の大幅な減少となっております。自主財源の増加した

主な項目は、町税が３４億３９７万９,０００円で７,９３２万２,０００円の増

となっております。 

ここで、町税の収入状況を見てみますと、決算報告書では３ページでございま

す。 

個人町民税は６億４,５７４万６,０００円で、対前年度比では９.２％の減と

なりましたが、法人町民税は５億７５０万３,０００円で、対前年度比で１０８.

３％の大幅な増加となっております。本町においては一大手企業から受ける影響

が大きく、特にここ数年の法人町民税の決算状況を見ますと、平成１９年度が９

億１,６９５万６,０００円、平成２０年度が５億７,５６１万３,０００円、平成

２１年度が２億４,３６０万３,０００円、そして平成２２年度が５億７５０万３,

０００円でありまして、毎年３億円程度の変動が出ており、町財政運営において

厳しい環境に置かれています。平成２０年秋にリーマンショックに端を発した世

界同時不況も癒えない平成２３年３月１１日の東日本大震災の影響や株価の暴

落、円高などにより、日本経済の先行きは不透明感が漂っており、今後の財政運

営に十分配慮することが求められています。 

固定資産税は１８億２,７９５万５,０００円で、対前年度比では６.７％の減

となっております。償却資産税分の減少によるものですが、本税においても一大

手企業の設備投資の抑制等が大きく影響しています。 

一方、自主財源の減少した主な項目は、繰入金が１６６万円で、介護従事者処

遇改善臨時特例基金のみの取り崩しで、対前年度比では９９.７％の大幅な減と

なっています。 

また、諸収入が１億７５５万５,０００円で、１億３,８１８万６,０００円の

減となっております。前年度に中部ふるさと基金出資金９,０００万円が東近江

行政組合から返還されております。 

依存財源の総額は１６億７,９８３万９,０００円で３,７２４万７,０００円、

対前年度比では２.２％の減となっております。依存財源の増加した主な項目は、

地方交付税が１億７,８７４万４,０００円で１億２,８４９万３,０００円、対前

年度比では２５５.７％の大変大幅な増加となっています。これは、平成１７年



 - 18 - 

度から２１年度までの５年間、普通交付税の不交付団体でありましたが、６年ぶ

りに交付団体に転じ、８,７０３万２,０００円の普通交付税の交付を受けている

ものです。 

次に、県支出金が３億８３２万６,０００円で、対前年度比で１４.２％の増と

なっています。 

依存財源の減少した主な項目は、国庫支出金が４億７,２６２万７,０００円で

１億８,２６０万４,０００円、対前年度比で２７.９％の大幅な減となっていま

す。これは、前年度に定額給付金支給事業やまちづくり交付金事業などの国庫補

助金を受けていることによるものです。 

次に、町債が４億３,５９６万５,０００円で、１,２７０万３,０００円の微減

となっております。 

次に、歳出の構成比を目的別に見てみますと、民生費が２１.４％、公債費が

１４.７％、土木費が１４.２％、総務費が１２.３％、教育費が１１.０％、諸支

出金が７.９％、衛生費が６.８％、農林水産業費が５.４％、消防費が４.１％、

議会費が１.２％、商工費が０.８％、労働費が０.２％となっております。前年

度と比較いたしますと歳出総額は５３億１,１８２万６,０００円で、前年度に比

べ６億８,５５５万円、１１.４％の大幅な減少となっております。 

決算額の減少が大きかった項目は、総務費が６億５,５４９万９,０００円で２

億６,８０９万７,０００円の減、対前年度比では２９.０％の大幅な減となって

おります。これは、前年度には定額給付金の支給費が２億３５４万７,０００円、

町税の過年度過納還付金が６,３０９万６,０００円でございました。 

次に、農林水産業費が２億８,６９１万８,０００円で１億７,６８９万６,００

０円の減、対前年度比では３８.１％の大幅な減となっております。これは、国

営日野川地区土地改良事業に係る債務償還が完了間近を迎え、１億５,０００万

円余り減少したことによるものであります。 

次に、公債費が７億７,８５６万１,０００円で１億６,０４５万円の減、対前

年度比では１７.１％の大幅な減となっております。これは、町財政の健全化を

図る一環として、平成２１年度には２億１,８４０万２,０００円の繰上償還をい

たしておりますが、引き続き本年度においても１億３,７０２万円の繰上償還を

実施したことによるものです。このことから、町債の年度末残高は５８億８,３

４２万７,０００円で、平成２１年度末残高から２億３,０８１万円減少いたして

おります。 
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次に、土木費が７億５,２１８万１,０００円で８,７５９万３,０００円の減、

対前年度比では１０.４％の減となっております。これは、まちづくり交付金事

業として平成２１年度では武道交流会館の建設や町道小口八重谷線・西通り線の

歩道改良などの事業を３億６,５０６万２,０００円で取り組みましたが、本年度

においては３億１,７４２万２,０００円で公民館のコンバージョンや町道小口

八重谷線の歩道改良などを実施いたしました。 

次に、商工費が４,３１９万円で８,６４１万６,０００円の減、対前年度比で

は６６.７％の大幅な減となっております。これは、企業誘致特別措置による奨

励金の交付を平成２１年度をもって廃止したことなどによるものです。 

その他、消防費が２億１,８０６万７,０００円で３,８５７万３,０００円の減、

教育費が５億８,４５２万６,０００円で３,０９０万５,０００円の減となって

おります。 

一方、決算額が増加した主な項目は、民生費が１１億３,７９２万９,０００円

で１億１,６６７万８,０００円の増、対前年度比では１１.４％の大幅な増とな

っております。これは、従来の児童手当の支給に変わり、子ども手当の支給制度

の創設により、支給額で１億３,３３３万４,０００円が増加した他、自立支援給

付費などの増によるものです。 

次に、諸支出金が４億２,１３６万６,０００円で３,１０４万２,０００円の増、

対前年度比では８.０％の増となっております。これは、基金費が１,９２０万７,

０００円の増、町たばこ税県交付金が１,１８３万５,０００円の増によるもので

す。 

その他、衛生費が３億５,９５２万１,０００円で１,９７２万５,０００円の増

となっております。 

次に、決算報告書１１７ページの性質別の構成比で見てみますと、人件費が１

８.１％、公債費が１４.７％、物件費が１４.５％、補助費等が１４.５％、扶助

費が１１.８％、繰出金が１０.４％、普通建設事業費が８.０％、積立金が７.７％、

維持補修費が０.２％、貸付金が０.１％となっております。 

性質別の状況を前年度と比較いたしますと、義務的経費は構成比では前年度が

３９.５％でありましたが、本年度は４４.６％に増加し５.１ポイントの増にな

っております。しかし、決算額で見ますと４５４万８,０００円、０.２％の減と

なっています。これは、義務的経費の中の扶助費は１億５,２７０万２,０００円、

３２.１％の大幅な増でありましたが、人件費では３２０万円のわずかな増、公
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債費においては１億６,０４５万円、１７.１％の大幅な減により、義務的経費全

体の決算額では０.２％の減少となっております。 

次に、投資的経費の構成比は８.０％で、すべて普通建設事業費であります。

普通建設事業費の決算額は４億２,６１７万１,０００円で１億８,６５０万３,

０００円の減、対前年度比で３０.４％の大幅な減となっております。このこと

から、構成比においても前年度に比べ２.２ポイント減少いたしております。主

な事業は、まちづくり交付金事業２億９,５８２万円、町単独道路橋梁改良事業

３,８４４万２,０００円、コミュニティ助成事業助成金２,５６０万円などでご

ざいまして、決算報告書２ページ・３ページに列記しておりますので、ご披見い

ただければと思います。 

その他経費におきましては、構成比が４７.４％で前年度に比べ２.９ポイント

減少いたしました。構成比に変化があった主な項目は、補助費等が前年度２０.

８％でありましたが、本年度は１４.５％に、６.３ポイント減少しております。

補助費等の決算額は７億６,９１８万９,０００円で４億７,６４８万４,０００

円の減、対前年度比では３８.３％の大幅な減少となっています。これは、前年

度に定額給付金の支給事業費２億３５４万７,０００円や町税の過年度過納還付

金６,３０９万６,０００円が含まれていることによるものです。 

次に、積立金が前年度６.４％でありましたが、本年度は７.７％に、１.３ポ

イント増加しております。積立金の決算額は４億６１４万１,０００円で２,２６

８万２,０００円の増、対前年度比では５.９％の増加となっています。今後の財

政運営に配慮し、基金運用利子の積み立て以外に、新たに造成した主な基金の積

立額は、財政調整基金に２億円、減債基金に１億円、教育厚生施設等整備基金に

５,０００万円、公共施設維持管理基金に５,０００万円、それぞれ積み立てを行

いました。 

次に、繰出金は前年度の９.７％から本年度１０.４％に、０.７ポイントのわ

ずかな増となっています。繰出金の決算額は５億５,３２９万６,０００円で２,

６２５万３,０００円の減、対前年度比では４.５％の減となっています。 

その他、物件費においては、前年度の１３.２％から本年度１４.５％に、１.

３ポイント増加しておりますが、決算額では１,８７８万２,０００円、対前年度

比では２.４％の減となっています。 

なお、決算の具体的内容につきましては、歳入は決算報告書の３ページから７

ページに、款別に順を追って記載しておりますので、説明を省略させていただき



 - 21 - 

ます。歳出につきましては、決算報告書の８ページから１１２ページにわたり、

各所管別・予算科目順に事務事業の内容と事業の成果表をあわせて列記しており

ますので、ご披見いただきますようお願いいたします。なお、説明は省略させて

いただきます。 

また、決算書の１０７ページから１１０ページには公有財産の土地及び建物の

２２年度中の増減ならびに年度末現在高を、また、１１１ページには出資金なら

びに出損金の年度末状況を、さらに、１１２ページから１１５ページには３０万

円以上の重要物品を、１１６・１１７ページには基金の年度末現在高をそれぞれ

記載しておりますので、ご参照いただきたいと存じます。 

なお、土地開発基金および用品等調達基金のそれぞれの運用状況につきまして

は、別冊の調書をお届けいたしておりますので、併せてご参照いただきますよう

よろしくお願いいたします。 

以上、平成２２度一般会計の決算概要を申し上げ提案説明とさせていただきま

す。 

次に議第７１号、平成２２年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

歳入歳出決算認定について、決算の概要をご説明申し上げます。 

平成２２年度の竜王町国民健康保険は、平成２０年度に後期高齢者医療制度が

創設されことから、７５歳以上の被保険者等の方々が後期高齢者医療制度に移行

され、国保加入の世帯数・被保険者数ともに大きく減少いたしましたが、移行後

３年目を迎えた本年度の被保険者数は、前年度に比べ２.７％の減少に留まって

います。また、補助金の適正交付を受けるため、退職被保険者の職権適用を強化

したことに伴い、退職被保険者数が増加に転じました。竜王町の居住者全体から

見た加入割合では、世帯数は３２.１％、被保険者数は２０.１％となっています。 

財政状況につきましては、保険給付費および共同事業拠出金が伸びており、引

き続き医療費の動向を注視し、原因を分析するなど適正運営に努めているところ

であります。 

決算報告書の１１９ページをご覧いただきたいと思います。決算収支の状況は、

歳入総額が１０億４,７８０万４,４２３円、歳出総額が９億６,１６０万１,７４

８円で、歳入歳出差引額は８,６２０万２,６７５円となりまして、実質収支額も

同額となっております。ここから前年度の実質収支額を差し引きますと、単年度

収支額は５,８５７万１,９３７円の黒字となり、さらに財政調整基金を調整しま

すと、実質単年度収支額は５,８６１万２,２３２円の黒字となります。 
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歳入の主なものといたしましては、決算書１２２ページの国民健康保険税が２

億７,０６３万８,８３３円、１２３ページの国庫支出金が負担金・補助金を合わ

せ２億４万５,４３５円､１２４ページの療養給付費等交付金が８,８５０万７３

１円、１２５ページの前期高齢者交付金が２億３,７０６万４,９２４円、１２６

ページの共同事業交付金が１億３,２９０万６,０７７円でございます。なお、１

２６ページの一般会計からの繰入金は４,０９６万７,１１５円でございます。 

次に、歳出の主なものといたしましては、１３０ページの保険給付費が６億５,

１４７万８,８２３円、１３２ページの後期高齢者支援金等が１億６３３万７,０

３３円でございます。なお、国保の加入世帯数および被保険者数等につきまして

は、決算報告書の１１９ページに記載いたしておりますので、ご披見いただきた

いと思います。また、決算書の１３９ページに財産に関する調書を添付いたして

おますので、あわせてご参照いただきたいと思います。 

以上、簡単ですが、国民健康保険事業特別会計（事業勘定）の決算の概要を申

し上げ、提案説明とさせていただきます。 

次に議第７２号、平成２２年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定）

歳入歳出決算認定について、決算の概要をご説明申し上げます。決算報告書は１

２８ページからでございます。 

まず、医科診療所における決算収支でございますが､歳入総額が９,６４３万７,

２３１円、歳出総額が９,０１１万３,３１０円で、歳入歳出差引額は６３２万３,

９２１円となりまして、実質収支額も同額となっております。ここから前年度の

実質収支額を差し引きますと、単年度収支額は２８３万５,２６１円の赤字とな

り、さらに財政調整基金を調整しますと、実質単年度収支額は３６５万１,１４

１円の赤字となります。 

歳入の主なものといたしましては、決算書の１４５ページ、診療収入の８,３

７８万４,８０９円であります。 

歳出では、１４８ページの総務費４,８４１万９,９７６円でありまして、人件

費ならびに施設の維持管理費でございます。次に、１４９ページの医業費は３,

９５２万９８２円で、医薬品や医療用消耗器材費、医療用機械器具費でございま

す。 

なお、受診状況は、決算報告書の１２９ページでございますが、年間受診件数

は５,０７４件、年間外来者数は７,８４２人で、いずれも前年度を下回りました。

年間外来収入は８,３６４万９０９円で、前年度に比べ３.６％の減となっていま
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す。以上が簡単でございますが、医科の内容でございます。 

次に、決算報告書の１３０ページでございますが、歯科診療所における決算収

支につきましてご説明申し上げます。歳入総額が５,６４２万５,９９０円、歳出

総額が５,２７０万６,３６８円で、歳入歳出差引額は３７１万９,６２２円とな

りまして、実質収支額も同額となっております。ここから前年度の実質収支額を

差し引きますと、単年度収支額は１４２万１７７円の赤字となり、さらに財政調

整基金を調整しますと、実質単年度収支額は５８万５,４１９円の黒字となりま

す。 

歳入の主なものは、決算書の１５２ページ、診療収入の４,１１２万９８６円

と、１５３ページの繰入金６１２万５,０００円でございます。 

歳出では、１５５ページの総務費が３,９０９万３,５６２円で、人件費ならび

に施設の維持管理費などでございます。また、１５７ページの医業費は１,１６

０万７,２１０円となっています。 

なお、受診状況は決算報告書の１３１ページでございますが、年間受診件数は

３,８５９件、年間外来者数は６,２７６人で、いずれも前年度に比べわずかな増

となっています。また、年間外来収入は４,０１７万４,９３６円で、前年度に比

べ０.５％のわずかな減となっています。 

なお、決算書の１６０ページから１６２ページには財産に関する調書を添付い

たしておりますので、ご参照いただきたいと思います。以上、国民健康保険事業

特別会計（施設勘定）の決算の概要を申し上げ、提案説明とさせていただきます。 

次に議第７３号、平成２２年度竜王町老人保健医療事業特別会計歳入歳出決算

認定について、決算の概要をご説明申し上げます。決算報告書は、１３４ページ

からでございます。 

老人保健制度が廃止され、代わって後期高齢者医療制度が平成２０年４月に 

創設されたことから、３年間の整理期間を終え、本年度をもって会計閉鎖をする

こととなりました。 

決算収支の状況でございますが、歳入総額が２５４万４,５８５円、歳出総額

が２３７万３２７円で、歳入歳出差引額は１７万４,２５８円となりまして、実

質収支額も同額となっております。 

歳入の主なものは､決算書の１６７ページ、繰越金が ２５４万２,７００円で

あります。 

次に､歳出でございますが、決算書は１６８ページでございます。そのほとん
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どが償還金で､２３６万７,５４１円でございます。平成２０年度・２１年度の精

算確定に伴い、国・県・社会保険診療報酬支払基金にそれぞれ返還をいたしまし

た。 

なお、本会計の閉鎖に伴い、収支額につきましては一般会計に引き継ぎをいた

しました。以上、老人保健医療事業特別会計の決算の概要を申し上げ、提案説明

とさせていただきます。 

次に議第７４号、平成２２年度竜王町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定

について、決算の概要をご説明申し上げます。決算報告書は、１３６ページから

でございます。 

ご承知のとおり、学校給食は、成長期にある児童・生徒の健康増進を図るため、

栄養のバランスのとれた食事を提供し、あわせて望ましい食習慣の形成を図る重

要な食教育の実践の場と位置づけ、取り組んでおります。 

決算収支の状況でございますが、歳入総額が６,６９９万５,０４６円、歳出総

額が６,６１５万２,１８８円で、歳入歳出差引額は８４万２,８５８円となりま

して、実質収支額も同額となっております。 

歳入でございますが、決算書は１７３ページでございます。そのほとんどが給

食費負担金でございまして、決算額は６,０８３万１,８９４円で、歳入総額の９

０.８％となっております。なお、本年度、学校給食施設内職員がノロウィルス

に感染したことから給食調理業務が困難な事態となり、その代替策として民間事

業者の弁当を購入し、配膳する措置を講じました。また、前年度に引き続き農林

水産省の地産地消・産直緊急推進事業として「学校給食地場農畜産物利用拡大事

業」に取り組み、地元の農畜産物の導入・利用の向上に努めました。これらの関

係費用について、一般会計から５４５万３,０００円を繰り入れいたしました。 

歳出につきましては１７５ページで、ほとんどが給食材料費で、決算額が６,

５８７万２,９１８円でございまして、歳出総額の９９.６％を占めております。

その他は、パンの包装・加工の委託料であります。以上、簡単でございますが、

学校給食事業特別会計の決算の概要を申し上げ提案説明とさせていただきます。 

次に議第７５号、平成２２年度竜王町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて、決算の概要をご説明申し上げます。決算報告書は、１３９ページからで

ございます。 

本年度の下水道事業は、平成元年度に供用された殿村・山中地区の農村下水道

が、現在２４０戸において使用されており、この維持管理をはじめ、平成３年１



 - 25 - 

２月から供用開始された公共下水道は、今では町内のほとんどの地域で使用され

ており、本年度末現在では２,７１９戸に及んでおります。引き続き全町下水道

水洗化への普及率向上に努めているところであります。 

決算収支の状況でございますが、歳入総額が７億１,０９０万８,６２７円、歳

出総額が６億８,６３７万８,１４８円で、歳入歳出差引額は２,４５３万４７９

円となります。翌年度へ繰り越した事業に要する財源につきましては、決算書の

１８８ページに記載しておりますが、繰越明許費繰越額が１９０万円でございま

すので、実質収支額は２,２６３万４７９円になるものでございます。 

次に、歳入の主なものにつきましてご説明申し上げます。決算書は１８０ペー

ジからでございます。 

使用料及び手数料の決算額は、１億７,１２７万５,６２２円となっております。

また、１８１ページの国庫支出金は１,７００万円で、特定環境保全公共下水道

事業の国庫補助金であります。 

次に、１８１ページの繰入金は一般会計からの繰り入れでございまして、農業

集落排水事業分が１,２９４万３,０００円、公共下水道事業分が２億５,９４１

万５,０００円であります。 

さらに、１８２ページの町債は１億８,３３０万円で、特定環境保全公共下水

道事業および琵琶湖流域下水道事業にかかるものでございます。 

次に、歳出の主なものといたしましては、１８４ページでございますが、農業

集落排水事業費の決算額が１,０３８万８,８８９円で、殿村と山中のそれぞれの

処理施設にかかります維持・管理経費であります。 

次に、１８４ページの公共下水道事業費の決算額は１億９,５９５万３,３４５

円でございまして、そのうち琵琶湖流域下水道維持管理負担金が７,１９０万９,

１３４円、管渠築造費が７,９４６万３,７９３円でございます。主な事業として、

希望が丘団地の舗装本復旧工事、西川地先の管渠築造工事を実施いたしました。 

次に、１８７ページの公債費の決算額は４億８,００３万５,９１４円で、この

うち償還元金は３億２,１９２万２,４２９円でございます。本年度の町債発行額

１億８,３３０万円を調整いたしますと、本年度末の町債残高は５３億８,８２５

万３,２１９円となりまして、平成２１年度末から１億３,８６２万円余り減少し

ております。 

なお、決算書の１８９ページに財産に関する調書を添付いたしておりますので、

後ほどご参照いただきたいと思います。以上、下水道事業特別会計の決算の概要
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を申し上げ、提案説明とさせていただきます。 

次に議第７６号、平成２２年度竜王町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いて、決算の概要をご説明申し上げます。決算報告書は、１４３ページからでご

ざいます。 

平成１２年度に導入されました介護保険制度は、本年度ではや１１年が経過い

たしました。本年度末の第１号被保険者数は２,４５４人で、うち後期高齢者数

は５３.１％であります。また、要介護・要支援認定者数は４１５人で、前年度

に比べ３８人増加しております。この認定者数は、介護保険制度がスタートした

平成１２年度と比較いたしますと約２倍に伸びておりまして、高齢者の自立を社

会全体で支える仕組みとして着実に浸透・定着してまいりました。また、高齢者

の自立支援・尊厳保持を基本とする介護保険制度の持続可能性を確保するため、

平成１７年度の法改正を機に予防重視型システムへの転換を図り、介護予防の推

進と地域密着型サービスの導入、さらに地域包括ケアの充実に努めております。 

決算収支の状況でございますが、歳入決算額が６億２３１万９,９０９円、歳

出決算額が５億９,１３１万３,５７５円で、歳入歳出差引額は１,１００万６,３

３４円となりまして、実質収支額も同額となっております。 

歳入の主なものといたしましては、決算書の１９３ページ、介護保険料が１億

２４６万４,７５０円、１９３ページの国庫支出金が１億３,４９５万８,９００

円、１９４ページの支払基金交付金が１億６,７０６万５,０４９円、１９４ペー

ジの県支出金が８,２２５万１,３７５円、１９５ページの一般会計からの繰入金

が８,４８４万７４７円でございます。 

歳出の主なものといたしましては、１９９ページの保険給付費が５億４,７７

５万３,１７７円でございまして、歳出総額の９２.６％を占めております。また、

２０４ページの地域支援事業費は、２,０６６万６２４円でございまして、地域

包括支援センターを設置し、要介護状態にならないように、また、なったとして

も、地域において自立した日常生活を営むことができるよう支援するための事業

に要した費用でございます。さらに、２０６ページの介護給付費準備基金積立金

では８５３万２,２０８円の積み立てを、諸支出金の償還金５９２万６,３２６円

につきましては、過年度分の介護給付費等にかかる精算で、国・県および支払基

金にそれぞれ返還いたしました。 

詳細につきましては、決算報告書の１４３ページから１４６ページに一般状況

を、また、１４６ページ以降に経理状況を、それぞれ記載させていただいており
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ます。また、決算書の２０８ページに財産に関する調書を添付いたしております

ので、ご参照いただきたいと思います。以上、介護保険特別会計の決算の概要を

申し上げ提案説明とさせいただきます。 

次に議第７７号、平成２２年度竜王町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定について、決算の概要をご説明申し上げます。決算報告書は、１５９ページか

らでございます。 

平成２０年４月から後期高齢者医療制度がスタートし３年目となった２２年

度は、制度の周知も一定の成果を見たことにより、円滑な制度運営を行うことが

できました。保険給付や保険料額の決定などは滋賀県後期高齢者医療広域連合が

担っておりまして、町においては、被保険者からの保険料徴収を行っております。 

決算収支の状況でございますが、歳入総額が６,９９２万５,３７３円、歳出総

額が６,９８３万８,０５３円で、歳入歳出差引額は８万７,３２０円となりまし

て、実質収支額も同額となっております。 

歳入の主なものは､決算書の２１２ページ、後期高齢者保険料が５,０２３万３,

７６６円、２１２ページの一般会計からの繰入金は１,９３２万５,５７６円で、

そのうち１,７８６万７,５３５円は保険基盤安定にかかる繰入金でございます。 

次に､歳出でございますが、決算書は２１４ページでございます。総務費が１

６２万３,７６１円で、後期高齢者医療制度の電算システムの保守や保険料徴収

の事務費でございます。また、２１４ページの後期高齢者医療広域連合納付金６,

８０９万５,８９１円は、被保険者から納付された保険料等を滋賀県後期高齢者

医療広域連合に納付しているものです。以上、後期高齢者医療特別会計の決算の

概要を申し上げ、提案説明とさせていただきます。 

以上をもちまして、議第７０号から議第７７号までの８議案につきましての提

案説明を終わらせていただきます。よろしくご審議を賜りますようお願い申し上

げます。 

〇議長（蔵口嘉寿男） それでは、ここで決算審査報告をお願いします。吉田代表監

査委員。 

○代表監査委員（吉田定男） それでは、報告申し上げます。 

平成２２年度竜王町歳入歳出決算ならびに竜王町土地開発基金等運用状況の審

査結果について、ご報告申し上げます。 

第１「審査の概要」および第２「審査の結果」につきましては、お手元の意見

書のとおりでございますので、最終ページの第３「審査の意見」を述べさせてい
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ただき、報告とさせていただきます。 

一般会計は、前年度比較で歳入・歳出とも大幅に減少しております。これは、

平成２０年度から着手している「まちづくり交付金事業」の主要事業の完了や、

定額給付金事業および国営日野川地区土地改良事業負担金の償還終了、また、実

質公債費比率の低下を目的とした町債の繰上償還額の減少化などの実施に伴い、

財政規模が縮小したものであると言えます。 

歳入面の増減内訳を見ますと、町民税（法人）、地方交付税などが増加しました

が、繰入金、諸収入、国庫支出金等が減少しております。一方、歳出面では民生

費等が増加しておりますが、総務費、農林水産業費、公債費等が大きく減少して

おります。 

このような中で、決算内容については、需用費や扶助費等において減額補正す

べきものができておらず、不用額の発生に結びついているものが見られましたが、

これらを除いてはほぼ適正に運営されているものとお見受けしました。 

審査にあたり関係諸帳簿との照合、計数の確認ならびに各会計の予算執行状況

について慎重に審査を行いましたが、その結果、特に指摘すべき事項は見当たり

ませんでした。また、審査を通じて各会計とも諸経費の節減に向けて努力されて

いることを感じることができました。 

平成２２年度の場合、町税収入が前年度比７,９００万円増加しましたが、厳し

い経済環境を背景に歳入面全般について今後も厳しい状況が予想されます。また、

歳出面でも福祉関係費用の増加や公債費の増加等、義務的経常経費の増加により、

財政状況はますます厳しさを増してくることが推察されます。 

このような状況の中で、当町が財政面で健全性・弾力性を維持しながら当町独

自の特徴ある施策を実施していくためには、適正な歳入の確保に努めることはも

ちろんのこと、歳出面では歳出全般について、従来の感覚による予算編成ではな

く、新しい観点から必要性の検討を行うことにより効率的な財政運営に結びつけ、

最終的には住民福祉の向上に寄与するよう努力されることを期待して、審査の意

見といたします。以上で終わります。 

〇議長（蔵口嘉寿男） 引き続き提案理由の説明をお願いします。竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） 続きまして、議第７８号、町道路線の変更につきましては、現

在、国道８号線の北側の松陽台地区と近江八幡市を結ぶ生活道路として利用され

ています町道松陽台安養寺線が、幅員が狭小であるため住民の多くは国道８号線

側の路線を利用されています。また現在、松陽台地区においては新たな宅地造成
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計画もあることから、今後において交通量の増加が予想されます。 

このことから、安養寺町地先の国道４７７号線に通じるバイパス部分の機能を、

既設の町道から一部を振り替えるとともに道路整備を行うために変更認定をお

認め願うものです。 

以上をもちまして、議第５９号から議第７８号までの２０議案につきまして順

を追って提案理由を申し上げましたので、よろしくご審議を賜り、ご承認をいた

だきますようお願い申し上げます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（蔵口嘉寿男） 以上で提案理由の説明が終わりました。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

日程第２３ 議員派遣について 

〇議長（蔵口嘉寿男） 日程第２３ 議員派遣についてを議題といたします。 

   お諮りいたします。会議規則第１１９条の規定により、お手元に配布のとおり

議員を派遣することといたしたいと思います。なお、緊急を要する場合は、議長

においてこれを決定いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

〇議長（蔵口嘉寿男） ご異議なしと認めます。よって、本件はそのように決定いた

しました。なお、派遣された議員は、派遣の結果を議長まで報告していただきま

すようお願いいたします。 

以上で、本日の議事日程は全部終了いたしました。これをもって本日の会議を

閉じ、散会いたします。 

大変ご苦労さまでございました。 

散会 午後４時０６分 


